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学校保健教育研究会 

部  長 河 合  智  

研究主任 舟 橋 珠 希 

部 員 数     ２９名 

 

１ 研究主題 

子どもたちの命を守り、安全に生活できる学校を目指して 

－ 「これならできる！やってよかった！」と実感できる取組を通して － 

 

２ はじめに 

本研究会では、昨年度までの研究において、『子ども』『教職員』『養護教諭』の救急処

置における課題を探るために、実態調査の実施・分析を行ってきた。そして、その結果

に基づき、課題解決に向けた実践に取り組んできた。『子ども』グループでは、けが予防

のための保健教育や部活動時の健康観察強化に取り組んだ。『教職員』グループでは、各

校でシミュレーション研修を実施し、教職員の意識変容を調査した。『養護教諭』グルー

プでは、病院受診か否かの判断に最も迷う「頭部打撲」についてシミュレーション研修

を実施し、的確に対応するため「頭部打撲アセスメントシート」を作成した。 

研究計画では、今年度は学習会の実施や救急処置についての情報交換会を行うなど、

『養護教諭』の知識・技能を高める実践を予定していた。しかし、新型コロナウイルス

感染予防のため、計画通りの実践が困難な状況が続いている。 

そこで今年度は、各学校での養護教諭による救急処置の事例を、「これならできる」

「やってよかった」の視点でシートにまとめ、校務支援ネットワークを活用して、課題

やその解決方法を共有することにした。それにより、救急処置の力量向上を図り、子ど

もたちの命を守り、安全に生活できる学校を目指したいと考えた。 

 

３  研究経過 

(1) 研究の仮説 

 事例紹介シートと意見交流シートを使って、救急処置に関する事例を紹介する機会

をもち、「これならできる」「やってよかった」と感じた点を共有し学び合うことで、

養護教諭の救急処置に関する判断力や対応力が高まるであろう。 

 

(2) 研究の計画 

  実践内容 手だて 評価 

令和 

元年度 

学校における救急処置の

課題の再検討 

実態調査の実施、分析、

過去の結果との比較 調査分析による取

組内容の明確化、

部員による評価

（感想） 

令和 

２年度 

実践の紹介 

課題と解決方法の共有 

事例紹介シート 

意見交流シート 

令和 

３年度 

実践、実践のふりかえり 

研究のまとめ 

事例のデータベース化 

情報交換会、学習会 
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４ 研究の概要 

  各校の養護教諭が経験した救急処置の事例を共有し、意見交流を行った。校務支援ネ

ットワークを活用し、各自が「事例紹介シート」に記入した後、事例の内容を基に、８

つのグループに分けた。事例のテーマは「食物アレルギー」「頭部打撲」「熱中症」「その

他」である。その後、グループごとの「意見交流シート」に、その事例に対する感想や

意見を各自が記入し、集まったコメントからさらに学びを深めた。 

(1)「事例紹介シート」への取組 

   症状や経過等の情報からどの

ような判断をして、どのような

処置に至ったのかを知ることに

よって、災害発生時の判断力や

対応力を養うことを目的とし、

シートを作成した【資料１】。救

急処置の事実だけではなく、校

内の連絡体制や教職員の連携等

を振り返ることができるよう、

養護教諭から教職員にどのよう

に働きかけ、連絡をしたか記入

できる欄を設けた。また、自分

の対応を振り返って、「これなら

できる」「やってよかった」点を記入するようにした。 

   ふりかえりでは、「事例紹介シート」への

記入によって、自分の救急処置の様子を振

り返ることができた養護教諭が 96％であ

った【図１】。また、「事例紹介シート」が

救急処置の課題解決や知識・対応力向上に

つながると思うかを尋ねたところ、全ての

養護教諭が「思う」「まあまあ思う」と回答

した。記述では「自分の視点から事例を振

り返るだけでなく、違う視点から事例を振

り返ることでき、自分の対応、組織としての対応について考えることができた」「記

録や災害現場の写真撮影など、慌てると忘れがちなことを再認識した」というふりか

えりがあった。 

(2)「意見交流シート」への取組 

   経験年数の偏りがないようにグループを構成した。多様な視点から事例を見直し、

助言し合うことで、養護教諭の疑問点や困り感の解決と救急処置のスキルアップを図

った【資料２】。 

63%
33%

4%

【図１】事例紹介シートへの記入で、

救急処置の様子を振り返ることができたか

できた まあまあできた あまりできなかった

【資料１】「事例紹介シート」（抜粋） 
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   活動後のふりかえりでは、

「意見交流シート」が救急処

置の課題解決や知識・対応力

向上につながると思うかを尋

ねたところ、全ての養護教諭

が「思う」「まあまあ思う」と

回答した【図２】。記述では「同

じような事例でも、他校の対

応の工夫を知ることで自校の

足りないところを改善できる

ヒントになった」「データ上で

はあったが、養護教諭同士のつながりを感

じた。他の先生方と同じ気持ちを共有でき

て心強かった」というふりかえりがあっ

た。 

(3)成果 

(1)(2)の取組を通して、少経験の養護   

教諭からは「経験したことのない事例を学

ぶことができ、緊急時の備えになった。重要な症状を見逃さないようにしたい」とい

うふりかえりを得た。ベテランの養護教諭からは「意見交流を通して、自分の判断や

対応を経験として蓄積できる。経験年数の違いに関わらず、自分の力量が高まる」と

の意見があった。養護教諭自身の救急処置に関する知識や対応力だけでなく、校内の

緊急時の体制づくりにもつながるという意見もあり、学校の安全について考えること

ができた。 

さらに、「他のグループのメンバーも意見を記入できると、よりよい学びになるので

はないか」「次年度以降も事例を集めていくとともに、事故が起きた際に、すぐに情報

共有ができる仕組みができるとよい」「事例に対し、専門家の意見が聞けるとよいので

は」などの意見もあった。 

今回の取組は、シートを使った事例共有と意見交流を行うことで、自校の救急処置

の課題解決や経験の蓄積につながり、養護教諭が救急処置への自信をもつきっかけと

なった。また、会合での情報交換が難しい状況であっても、校務支援ネットワークを

活用することで、個々の養護教諭のつながりを深める機会にできた。今後も、救急処

置に関する情報交換を重ねることで、「これならできる」と実感できる機会を増やし、

救急処置の判断力や対応力の向上に努めたい。 

 

５ 今後の課題 

  今後は、「事例紹介シート」などのデータベース化を図り、救急処置に困った時や教職

員の危機意識を高めるための資料として活用し、子どもたちの安全を守りたい。また、

地域の医療機関や救急処置の工夫、エピペンシミュレーション研修についての情報交換

や、講師を招いた学習会などを実施し、救急処置の力量向上を目指したい。 

【資料２】「意見紹介シート」（抜粋） 
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【図２】意見交流シートは、救急処置の

課題解決につながると思うか

思う まあまあ思う


